
市民意見公募手続の実施結果
事案番号

所管課名

実施事案名 意見提出期間 ～ 日間

　●意見の提出の有無 ■ 有 □ 無

　●意見の提出件数 個人： 件 人

団体： 件 人

合計： 件 人

　●意見の反映件数 件 ／ 件

　★提出のあった意見の概要及びそれに対する市の考え方等

意見の概要 意見に対する市の考え方 政策等の案の修正内容

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし◆類似意見の集約 （ 8 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【学びの機会】
・色々な仕事、進路や就職など将来のことについて、知る機会をもっと増やしてほし
い。
・誰でも一定の質の授業が無料で受けられる場所を増やしてほしい。
・納税や保険など大人になったときに知っておかないといけないことを教えてほしい。
・小・中学校でスマホやSNSの使い方、モラル等に関する事を教える授業が必要。
・学校に行かないと経験できない学びを学べる場所を増やしていってほしい。
・睡眠の重要性を説明してほしい。

　本市では、スタートアップを目指す起業家の支援や、データサイエンティストの育成
などのキャリア形成支援を行い、将来の新たな挑戦を応援しています。
　いただいたご意見も参考にさせていただきながら、計画（案）の基本方針2「こど
も・若者の健やかな育ちを支える」で推進する「教育・保育の環境整備」及び基本方
針4「若者が自ら希望するライフプランの実現を後押しする」で推進する「就労、ライ
フプランニング支援」などをさらに進め、夢や希望を実現できるよう後押ししていきま
す。
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　本市では、これまでも「児童館等運営事業」や「児童クラブ運営事業」など、様々な
事業を実施し、居場所づくりを行ってきたところで、児童館では、意見箱を設置し、
こどもの意見も取り入れてきました。
　いただいたご意見も参考にさせていただきながら、計画（案）の基本方針2「こど
も・若者の健やかな育ちを支える」で推進する「こども・若者の居場所づくり」を進め
ていきます。

◆政策等の案への反映結果（ 17 ） 件◆類似意見の集約

【居場所づくり】
・公園や児童クラブなど、ボール遊びができたり、走り回れるような広い遊び場がで
きてほしい。
・遊ぶ場所が少ない。遊ぶ場所を作ってほしい。
・スポーツ施設を増やしてほしい。
・こども食堂を増やしたらいい。
・ネットルームを作ってほしい。
・不登校のこどもや放課後に家に居場所がないと感じるこどもが同年代のこどもと
楽しく交流ができるフリースクールなどの居場所を作ってほしい。
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◆類似意見の集約 （ 9 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【相談】
・悩みなどを相談できる場所がほしい。
・相談できる窓口を知る機会を増やしてほしい。
・学校内にカウンセリングの先生を呼んでほしい。相談できる先生を分かりやすくして
ほしい。
・悩みを文書で提出できる制度があればよい。

　本市では、子育て、不登校、いじめ、虐待、発達など、0歳から18歳のこどもに関
することや、妊娠出産に関する悩みや不安などの様々な相談を受け付けています。
　いただいたご意見も参考にさせていただきながら、計画（案）の基本方針3「こど
も・若者を誰一人取り残さず重層的に支援する」で推進する「貧困、虐待、暴力、ヤ
ングケアラー対策」や「いじめ、不登校、自殺対策」の施策及び基本方針5「安心して
子育てできるよう子育て当事者を支援する」で推進する「関係機関と連携した相談
体制の構築」などを進め、安心して過ごすことができるよう努めていきます。



意見の概要 意見に対する市の考え方 政策等の案の修正内容

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

◆類似意見の集約 （ 7 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【学校生活】
・校則・規則を変えてほしい。
・普通学級に、グレーゾーンや、本人もしくは周りが気付いていない子どもがいること
も少なくないと思うので、そういった子が辛い思いをしないように、普通学級の先生
に理解を深めてほしい。
・教師の不適切な発言を報告でき、改善されるシステムがほしい。
・お昼寝の時間を作ってほしい。

　本市では、学校に関わる取組を、こどもたちの意見も反映しながら実施していま
す。
　本計画の策定に係るワークショップの中でも、学校生活に関するご意見を多くいた
だきましたので、計画（案）の基本方針2「こども・若者の健やかな育ちを支える」で推
進する「教育・保育の環境整備」などの施策にて、さらなる充実を図っていきます。

◆類似意見の集約 （ 3 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【障がい児支援】
・もう少し障がいのあるこどもと関わる機会があってもよいと思う。
・障がいのあるこども達が笑顔で遊べるような場所を作ってほしい。
・障がいのあるこどもに対しての支援や相談できるところを作ってほしい。

　本市では、令和4年度からこどもの発達に関する相談窓口「こどもの相談室　ふ
らっと」をハーモニープラザ3階に開設しているほか、各関係機関と連携した障がい
児に対する支援を行っています。
　いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針3「こども・若者を誰一
人取り残さず重層的に支援する」で推進する「障がい、医療的ケア等支援」を行うこ
とで、障がいの有無に関わらず、地域社会への参加・包容（インクルージョン）を進め
ていきます。

◆類似意見の集約 （ 3 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【こどもの声・意見】
・こどもたちの主張がもっと届くような社会に。
・小・中学生、高校生でも、こどもの票として選挙に参加できたらよい。

　本計画の策定に当たり、小学5年生以上を対象としたアンケートやワークショップ、
また児童館・児童センターに来館するこどもたちから意見を伺いました。
　こどもまんなか社会の実現には、こどもや若者の意見を施策に反映することが重
要であることから、いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針1「こ
どもの権利を尊重し、社会全体でこども・若者を育てる」で推進する「こども・若者の
意見表明の推進」に沿って、意見に対するフィードバックも行いながら、引き続き、こ
どもや若者の意見を伺う機会を設けていきます。

◆類似意見の集約 （ 3 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【経済的支援】
・こどもが双子以上なら、1人は県や市で学費などを少しでも負担する制度など、授
業料や学費を減らしてほしい。

　自身が理想とするこどもの数を持たない理由に、「子育てや教育にお金がかかりす
ぎる」と回答した割合が高いことから、少子化対策及び子育て支援を行う上で、経
済的支援は重要と認識しています。
　そのような中、本市では、出産世帯応援事業や子育て応援券交付事業など、年齢
やこどもの数、所得に応じた様々な経済的支援を行っています。
　いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針5「安心して子育てでき
るよう子育て当事者を支援する」で推進する「子育て世帯への経済的負担軽減」に
より、子育て当事者の支援を推し進めます。

◆類似意見の集約 （ 2 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【生活環境整備】
・公共交通機関をもっと増やしてほしい。
・街灯を増やしてほしい。

　本市では、防犯事業や交通安全教育事業などを通じて、こども・若者・子育て当事
者にやさしい社会づくりや、安全・安心してこどもを育てるための環境を整えていま
す。
　いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針1「こどもの権利を尊重
し、社会全体でこども・若者を育てる」で推進する「こどもまんなか社会の推進」の取
組を充実させ、引き続き、環境整備を行っていきます。

◆類似意見の集約 （ 2 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【貧困対策】
・貧困により、こどもの頃の重要な体験や機会を失ってしまう可能性があり、無料で
体験できるイベントなどを積極的にしてほしい。
・ヤングケアラーや母子・父子家庭、貧困などの支援の強化をしてほしい。

　本市では、令和3年3月に松山市子どもの貧困対策計画を策定し、同計画に基づ
き、教育支援、生活支援、就労支援、経済的支援を柱に、貧困対策を行ってきまし
た。
　今回の松山市こども計画には、貧困対策計画も包含する予定であり、いただいた
ご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針3「こども・若者を誰一人取り残さず
重層的に支援する」で推進する「貧困、虐待、暴力、ヤングケアラー対策」によって、
総合的に貧困対策を行っていきます。



意見の概要 意見に対する市の考え方 政策等の案の修正内容

■ 有　□ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

□ 有　■ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

□ 有　■ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

□ 有　■ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

□ 有　■ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

□ 有　■ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし◆類似意見の集約 （ 0 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【その他】
・公園や広場などに無料の飲料水がほしい。

　公園や広場は、こどもや若者の居場所の一つでもあることから、いただいたご意
見も参考にしながら、計画（案）の基本方針2「こども・若者の健やかな育ちを支え
る」で推進する「こども・若者の居場所づくり」に基づき、居場所を整えていきたいと
考えています。

◆類似意見の集約 （ 0 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【育児支援】
・若いママ達の育児の支援のためのサポートや相談をしやすい環境を作ってほしい。

　本市では、令和6年4月にこども家庭センターを設置し、妊娠から出産、そして子
育てに関して切れ目なく支援しています。また、市内の地域子育て支援センターや
子育てひろば、児童館を、同センターの地域子育て相談機関と位置付け、より身近
に相談しやすい体制を整えています。
　いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針2「こども・若者の健や
かな育ちを支える」で推進する「ライフステージに応じた切れ目ない支援」などの施策
を行い、安心して子育てができる環境を整えます。

◆類似意見の集約 （ 0 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【家族交流】
・学校主体で家族との交流ができるイベントを行ったり、会社で育児ではない家族休
業等があればよい。

　本市では、令和5年7月に「こどもまんなか応援サポーター宣言」を行い、その取組
の一環として、令和6年8月にこどもや若者、子育て家庭を支援する活動を行う企
業や団体を表彰する「こどもまんなか松山大賞」を創設し、令和7年1月に表彰した
ところです。
　いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針1「こどもの権利を尊重
し、社会全体でこども・若者を育てる」で推進する「仕事と子育ての両立支援」などの
施策を行い、こどもまんなか社会の実現に向けた気運を醸成します。

◆類似意見の集約 （ 0 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【育児休業】
・育児休業の取得状況が、母親が50.3％とだいぶ時代の変化に合わせて改善して
きてはいるが、父親が11.1％と、40％近くまで差があるのが現状なので、父親も
50％近くまで行けるように行政は頑張ってほしい。

　本市では、松山市男女共同参画推進センター「コムズ」で、女性の活躍推進や男
性の育児休業取得などに取り組んでいる事業所を「まどんな応援宣言事業所」とし
て募集し、職業生活と家庭生活等の両立支援を推進しています。
　また、令和6年4月には、市ホームページで「家事・育児シェアチェックシート」を公
表し、夫婦や家族が協力して家事や育児ができるきっかけづくりも行っています。
　いただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針1「こどもの権利を尊重
し、社会全体でこども・若者を育てる」で推進する「仕事と子育ての両立支援」によ
り、共育てを応援します。

◆類似意見の集約 （ 0 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【子育て支援、少子化対策】
・「この地域で子育てしたいと思っている人」は全国平均よりも高い割合なので環境
はいいのではないかと思った。松山市もほかの市町村の真似だけではなく、自分た
ちで新しい事業を考えることが大切だと思った。

　本市では、平成27年3月に松山市子ども・子育て支援事業計画を策定し、令和2
年度からは第2期松山市子ども・子育て支援事業計画に基づき、子育て支援を行う
とともに、令和5年度には、少子化対策の司令塔となる、こども家庭部を創設しまし
た。
　いただいたご意見も参考にしながら、出会い、結婚、妊娠、出産、育児などライフ
ステージに応じた支援を行い、引き続き、子育て支援及び少子化対策を推進しま
す。

◆類似意見の集約 （ 2 ） 件 ◆政策等の案への反映結果 修正なし

【ひとり親支援】
・ひとり親世帯の学費の見直しや、そのこどもの居場所を作ってほしい。

　本市では、平成21年3月に松山市母子家庭等自立促進計画を策定し、令和3年
度からは第3期松山市ひとり親家庭等自立促進計画に基づき、子育て・生活支援、
就業支援、養育費補確保等の支援、経済的支援を柱に、ひとり親世帯の支援を
行ってきました。
　今回の松山市こども計画には、ひとり親自立促進計画も包含する予定であり、い
ただいたご意見も参考にしながら、計画（案）の基本方針5「安心して子育てできる
よう子育て当事者を支援する」で推進する「ひとり親家庭の自立促進」によって、引
き続き支援を行っていきます。



意見の概要 意見に対する市の考え方 政策等の案の修正内容

□ 有　■ 無 ※ 集約意見数 □ 反映　■反映なし

　★政策等の案の公表後、実施機関が自らの判断で修正した内容

修正内容

修正前 修正後

　本計画策定時に行った、アンケートやワークショップなどで、こどもや若者から居場
所を求めるたくさんのご意見をいただきました。
　現時点では、施設整備も含めて具体的な方針などは決定していませんが、これら
のご意見も参考にしながら、居場所づくりを検討していきます。

⇒

修正理由

⇒

（ 0 ） 件 修正なし◆類似意見の集約 ◆政策等の案への反映結果

【その他】
・中学生、高校生向けの居場所作りについて、何らかの施設整備などを検討されて
いるのでしょうか。もし、このような施設を民間で整備する場合、子育て支援の事業
として、認めていただけるのでしょうか。

★意見等を反映させる場合


